
京都大学臨床研究者養成 (Master of Clinical Research, MCR) コースは、本学大学院医学研究科

社会健康医学系専攻 (SPH) 内に開設された、我が国で初めての本格的な臨床研究教育課程です。

臨床医を対象に、臨床研究のイロハを 1 年間の短期集中で学ぶためのカリキュラムを用意しており、

20 年で 345 名の修了生を輩出、3,400 編以上の医学誌への論文掲載実績があります。データベース、

コホート、病院カルテ、介入研究ほか、多種多用な方法論に対応します。また、2025 年度より

本学クロスフィールド人材養成拠点事業 (K-NEXT) と連携し、より多数の活躍人材を輩出します。

- 臨床研究に興味はあるが、その方法が分からない - 論文化まで辿り着かない

- 将来、公衆衛生大学院で研究をしてみたい - 学びあえる仲間が欲しい

などで悩まれている方、ぜひご参加ください！

薬剤疫学分野
川上 浩司 教授

（コースディレクター）

健康情報学分野
中山 健夫 教授

医療経済学分野
今中 雄一 教授
（専攻長）

予防医療学分野
石見 拓 教授

社会疫学分野
近藤 尚己 教授

医療疫学分野
山本 洋介 教授

健康増進・行動学分野
井上 浩輔 教授

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻

臨床研究者養成 (MCR) コース

スプリングセミナー のご案内

対象：臨床経験 2 年以上の医師、歯科医師
（特に 5-15 年目の医師が向いています）

日時：2026 年 3 月 15 日（日）13 時 30 分開始

- MCR 教授陣からのミニレクチャー
- MCR 講義体験
- グループディスカッション
※約 3 時間の予定です。終了後懇親会（任意）も予定しております。

会場：キャンパスプラザ京都（京都駅中央口より徒歩5分）

参加費：無料

参加方法：京大 MCR Web サイトよりお申込みください。
https://mcr.med.kyoto-u.ac.jp/

7 つの協力分野が連携して、皆さんの研究をサポートしています！
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